




は じ め に

平成３０年度全国学力・学習状況調査が，国語と算数・数学そして３年に一

度実施される理科を加えた３教科を対象に，昨年の４月１７日に実施されまし

た。

この調査は，義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的

な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析の上，教育施策の成果と課題を検証

し，その改善を図るとともに，教育に関する持続的な検証改善サイクルを確立

することにより，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善

等に役立てることを目的としております。

昨年度から，政令指定都市の学力・学習状況調査結果が公表されることにな

り，本報告書では，仙台市を除いた結果を用いています。本県は，全ての教科

で全国平均正答率を下回る結果となりました。

県教育委員会では，全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて，本県の児童

生徒の学力向上に向けての分析と対応策等をとりまとめるため，今年度も宮城

県検証改善委員会を設置し，協議・検討を重ねてきました。

今年度の報告書は，テーマを「小中連携」としました。「小中連携」のベー

スとなるのは，９年間の児童生徒の学びの連続性を理解し，それぞれの学年で

習得させるべき内容をしっかり身に付けさせることと，学習習慣や学習ルール

を共有し，児童生徒の戸惑いをなくし，安心して学習に取り組める環境をつく

ることです。その上で，児童生徒の９年間を見通した学習について，中学校区

単位で教員が話し合い，学力向上に向けた手立てを共有し，実践してほしいと

思います。

また，教科の指導については，課題が見られた問題の誤答の傾向について分

析を行い，指導改善のポイントを示しました。特に今年度は，学びの系統性を

小中連携のポイントとして明示しました。これらを踏まえた上で児童生徒の実

態に応じた授業改善を実践していくことが，児童生徒一人一人の確かな学力を

育むことにつながるものと考えております。

市町村教育委員会の学力向上策の見直しや各学校における授業改善に本報告

書を積極的に活用し，本県の児童生徒の学力向上に役立てていただければ幸い

です。

平成３１年１月

宮城県教育委員会

教育長 髙 橋 仁



第１章 児童生徒の学力向上に向けて

１ 宮城県検証改善委員会からの提言

提言 学力向上に向けた小中連携を図ろう！ １

２ みやぎ授業づくりスタンダード

教師も子供も「本気で取り組む」みやぎ授業づくりスタンダード

（平成25年度作成） 7

本 本時で何を学ばせるのかを考えましょう！

気 気付きを生かして自分の考えを書かせましょう！

で 出てきた考えを比較・検討させ，深めさせましょう！

と 説くことでなく，振り返らせることで自ら学びを実感させましょう！

り 理想の授業，指導力の向上を目指して研究授業の充実を図りましょう！

く 繰り返し，継続して授業を参観し合い，授業改善に取り組みましょう！

む 夢中にさせる授業を創造するために，指導方法を工夫しましょう！

３ 「指導改善のポイント」を踏まえた指導例 17

【小学校 国語】

・Ａ ３ 「オムレツの作り方を調べる」 18

・Ａ ４ 「物語を読み，心に残ったことを説明する」 20

・Ａ ７ 「敬語を使う」 22

【中学校 国語】
・Ａ ６ 二 「話合いをする」 24

・Ｂ ３ 三 「文学的な文章を読む」 27

【小学校 算数】
・Ａ ７ (１) 「直径，円周，円周率の関係」 30

・Ａ ８ 「割合」 32

・Ｂ １ (２) 「図形の観察と論理的な考察・表現」 34

【中学校 数学】
・Ａ ２ (４) 「文字式の計算とその利用」 36

・Ａ ６ (１) 「平面図形の基本的な性質」 38

・Ｂ １ (１) 「不確定な事象の数学的な解釈と判断（ｱﾝｹｰﾄ）」 40



【小学校 理科】
・ ３ (２) 「電流の向きと大きさ」 42

・ ４ (１) 「ろ過の操作」 44

【中学校 理科】
・ ４ (３) 「原子や分子のモデル」 46

・ ６ (２) 「抵抗の大きさ」 48

第２章 全国学力・学習状況調査結果

Ⅰ 全国学力・学習状況調査結果の概要 50

Ⅱ 各教科の調査の結果 53

Ⅲ 類似問題の経年比較 73

Ⅳ 過去の調査との同一問題の正答率の比較 77

Ⅴ 児童生徒質問紙調査結果の概要（抜粋） 78

Ⅵ 学校質問紙調査結果の概要（抜粋） 81

Ⅶ 「学力向上に向けた５つの提言」に関わる

児童生徒質問紙調査結果と正答率のクロス集計の結果 86

Ⅷ 児童生徒質問紙調査，学校質問紙調査 集計結果 89

資料 『学力向上に関する緊急会議』からの提言 93

資料 『学力向上に向けた５つの提言－理解 継続 自校化－』 94

資料 『算数・数学ステップ・アップ５ 事例集』 102

教員の授業力向上，児童生徒の学力向上に結び付く

参考文献等へのアクセス方法 103

宮城県検証改善委員会について 104
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Good morning , Miss. Miyagi.

Good morning , everyone.

Good morning , .

Good morning , .
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（２）児童生徒の学習状況等に関する結果（児童生徒の回答）
①県「学力向上に向けた５つの提言」に関する取組状況について

小学校 中学校質問番号
全国との 全国との

小 中
質 問 事 項 宮城県 宮城県

（ ） （ ） （ ） （ ）児童の回答 ％ Ｐ 生徒の回答 ％ Ｐかい離 かい離
--1.1 -3.0(1) (1) 82.9 75.8・自分にはよいところがある。

-0.7 -2.2(2) (2) 84.6 80.0・先生はよいところを認めてくれる。

+10.5 +11.4(12) (12) 73.1 66.6・家で授業の予習・復習をしている。

+3.5 -4.1(14) (14) 93.5 66.5
・普段，１日どれくらいの時間勉強しているか （学習塾。

や家庭教師を含む，小…３０分以上，中…１時間以上)

-1.1 +1.2(36) (36)
・算数(数学)の授業で，問題の解き方や考え方が分かる 84.7 81.8
ようにノートに書いている。

+0.4 -1.4(29) (29) 83.8 69.6・算数(数学)授業の内容がよく分かる
+0.7 0(40) (40) ・理科の授業の内容がよく分かる。 90.1 70.0

②主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善について
質問番号 小学校 中学校

全国との 全国との
小 中

質 問 事 項 宮城県 宮城県
（ ） （ ） （ ） （ ）児童の回答 ％ Ｐ 生徒の回答 ％ Ｐかい離 かい離

-0.2 +0.2(55) (52) 76.5 74.0
・課題の解決に向けて,自分で考え,自分から進んで取り

組むことができた。

-1.6 -0.2(57) (54) 76.1 76.1・話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げ

たりすることができた。

（３）学校の授業改善・学校運営等に関する結果（学校の回答）
①県「学力向上に向けた５つの提言」の取組状況について
質問番号 小学校 中学校

全国との 全国との
小 中

質 問 事 項 宮城県 宮城県
（ ） （ ） （ ） （ ）学校の回答 ％ Ｐ 学校の回答 ％ Ｐかい離 かい離

-0.6 +1.4(30) (29) 98.4 99.3・児童生徒一人一人のよい点や可能性を見つけて評価す

る(褒めるなど)取組を行った。

+2.7 -2.8(65) (62) 87.1 70.9・家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりして

くる宿題を与えている。

+0.5 -2.4(49) (47) 94.9 78.8・理科の授業において，観察カードやノートへの記録・

記述の方法に関する指導を行った。

②主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善について
質問番号 小学校 中学校

全国との 全国との
小 中

質 問 事 項 宮城県 宮城県
（ ） （ ） （ ） （ ）学校の回答 ％ Ｐ 学校の回答 ％ Ｐかい離 かい離

+3.0 +2.2(13) (13) 86.6 83.0・課題の解決に向けて,自分で考え,自分から取り組むこ

とができた。

+0.8 -0.4(22) (21) 93.8 92.2・習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の

改善及び工夫をした。

③学校運営に関する取組状況について
質問番号 小学校 中学校

全国との 全国との
小 中

質 問 事 項 宮城県 宮城県
（ ） （ ） （ ） （ ）学校の回答 ％ Ｐ 学校の回答 ％ Ｐかい離 かい離

・各種データ等に基づき，教育課程を編成し，実施し評

+3.2 -2.3(18) (17) 98.1 90.8価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立して

いる。

+0.2 -0.4(83) (80) 97.6 96.4・学校として業務改善に取り組んでいる。

-19.3 -12.0(77) (74) 50.2 64.5・近隣等の小・中学校と，授業研究を行うなど，合同し

て研修を行った。
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５ 今後の対応
宮城県教育委員会では，指導主事学校訪問や学力向上サポートプログラム事業，学力向上研究指定

校事業，学力向上成果普及マンパワー活用事業，全国学力・学習状況調査活用研修会 「学力向上に，

向けた５つの提言」取組事例リーフレットの配布等により学力向上対策に力を入れてきた。

宮城県と全国の平均正答率のかい離を見ると，全国平均を下回っている状況が続いているが，その

中でも大河原町については学力向上対策が成果として表れ，小学校においては全国平均を大きく上回

っている状況となっており，今回は，中学校においても成果が表れつつある。

今後は，このような成果を挙げている好事例を更に広く発信し，県内市町村の学力向上に向けた教

育活動の改善と充実を目指していく。

， ， 。さらに 市町村教育委員会とも課題意識の共有を図りながら 以下の点についても力を入れていく

① 各研修会等において 「学力向上に向けた５つの提言」や「算数・数学ステップ・アップ５，

事例集」の一層の実践化・自校化を図り，授業改善を促進する。

② ９月中旬に全ての小・中学校の研究主任等を対象に 「学力向上研修会及び学力・学習状況調，

査活用研修会」を開催し，今回の結果を確実に各学校に周知するとともに，各学校の分析結果を

授業改善に生かすよう働き掛けていく。

③ 学校が，授業改善に組織的に取り組むことが大切である。県内の学力向上研究指定校での成果

を発信し，確かな協働による授業づくりを指導主事学校訪問等を通して促進する。

④ 全国学力・学習状況調査の分析や学力向上対策において，県内の大学と連携して，専門的知

見を生かしていく。

⑤ 「市町村教育委員会との連携による学校サポート事業」を通して,全国学力・学習状況調査の課

題等を踏まえ，近隣の小・中学校による合同研修や教育課程の接続等の「小中連携」を学力向上

と生徒指導の両面から促進する。

⑥ 家庭での学習習慣の定着が見られるが成果として表れていないことから，家庭学習の質の向上

を図る。

， ， ，今後 宮城県検証改善委員会において 詳細な結果の分析と具体的な対応策を報告書としてまとめ

各学校で授業改善が一層図られるよう発信していく。

学力向上に向けた５つの提言

平成25年10月16日 宮城県教育委員会

１ どの子供にも積極的に声掛けをするとともに，子供の声に耳を傾けること。

２ 子供をほめること，認めること。

３ 授業のねらいを明確にするとともに，授業の終末に適用問題や小テスト，授業感想を
書く時間を位置付けること。

４ 自分の考えをノートにしっかり書かせること。

５ 家庭学習の時間を確保すること。
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《改善へのヒント》

○よいところを認めることは 「５つの提言」の一つである。児童生徒の気付きやつぶやきを拾い，

上げ，認め，他の考えと関連付けながら，みんなで考える授業を充実させることが望まれる。

， ， ，○授業の予習・復習等も含め 家庭学習の課題の与え方について 校内の教職員で共通理解を図り

家庭学習の質と量を充実させるための取組が今後も望まれる。
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３ 地域や社会に関わる活動の状況等

地域や社会に関わる活動の状況等に関する質問では，ほとんどの質問について，小・中学生とも

に全国値とほぼ同じである。

◇「授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったりする機会があった」

［ ］中学生 + 4.2

「 」 ［ ］◇ 今住んでいる地域の行事に参加している 小学生 + 5.8

「 」 ［ ］◆ 地域社会などでボランティア活動に参加したことがある 中学生 - 8.5

《改善へのヒント》

○各教科や総合的な学習の時間等の指導との関連を図りながら，家庭や地域の人々との連携，社会教

育施設等の活用等を工夫することが考えられる。その際，ボランティア活動等の社会奉仕の精神を

養う体験的な活動や就業体験等の勤労にかかわる体験的な活動の機会をできるだけ取り入れること

が大切である。
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《改善へのヒント》
○具体的な教育指導の改善や指導計画等へ反映させるためには，市町村教育委員会や学校独自の学
力調査を実施する場合は，全国学力・学習状況調査結果も併せて分析・活用するために，どの時

， 。期に位置付けることが最も効果的なのか 学力向上に向けたＰＤＣＡサイクルの確立を図りたい

３ 教職員の資質能力の向上
教職員の資質能力の向上に関する質問では，中学校では全国値を上回る項目が多い。
◇「模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っている」 中学校[+ 5.6]
「 ， ， 」◇ 教職員は 校内外の研修や研究会に参加し その成果を教育活動に積極的に反映させている

中学校[+ 5.4]
◇「学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検討したり
している」 中学校[+ 3.3]

◆「学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っている」
小学校[-15.2] 中学校[-19.7]

《改善へのヒント》
○校内研修等で講師を招聘する場合，目的やねらいに応じて 「総合教育センター 「各教育事務， 」，
所」及び「各市町村教育委員会」で実施している「指導主事派遣事業（詳細はホームページや電
話で確認 」を積極的に活用することも有効である。）

４ 規範意識，自己有用感等
規範意識，自己有用感等に関する質問では，小・中学校ともに全国値とほぼ同じである項目が多

い。
◇「前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をした」 小学校[+ 9.2]
◆「授業中の私語が少なく，落ち着いている」 小学校[- 4.3]
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《改善へのヒント》
○集中して学習に取り組ませるためには，授業に向かう姿勢をしっかりと身に付けさせる必要があ
る。そのためには，学習の約束事等を明確に示し，全職員共通理解のもと，一貫した指導を行う

。 ， ， 。ことが大切である また 小中連携を図り ９年間のスパンで身に付けさせることも重要である
〔指導を振り返り点検したい項目〕
・児童生徒の実態が見えているか。現在の実態が当たり前と思っていることはないか。
・自然に身に付くと思っていることはないか。

５ 家庭学習
家庭学習に関する質問では，小学校では全国値を上回り，中学校では下回っている項目が多い。

理科の指導に関する質問では，小・中学校ともに全国値を下回っている。
◇「家庭学習の課題の与え方について教職員で共通理解を図った」 小学校[+ 3.7]
◇「家庭での学習方法を具体例を挙げながら教えた」 小学校[+ 5.9]
◆「理科の指導として，家庭学習の課題（宿題）を与えた」 小学校[-10.8] 中学校[- 4.3]
◆「理科の指導として，長期休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習を与えた」

小学校[-36.6] 中学校[-17.3]
◆「理科の指導として，児童生徒に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）につ
いての評価・指導を行った」 小学校[-12.5]
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《改善へのヒント》
○保護者の考えや家庭環境の実態を含めた家庭学習の実態を把握し，学年ごとに系統性をもった目
指す姿を明らかにし 「家庭学習の手引き」等を作成し配布するなど，発達段階に応じて一貫し，
た家庭学習の指導を行うことにより，指導の効果を高めることが期待できる。

６ 小学校教育と中学校教育の連携，全国学力・学習状況調査等の活用
小学校教育と中学校教育の連携に関する質問では，全ての質問について，小・中学校ともに全国

値を下回っている。全国学力・学習状況調査等の活用に関する質問では，全ての質問について，小
・中学校ともに全国値を上回っている。
◇「平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，保護者や地域の人たちに対し
て公表や説明を行った」 小学校[+ 6.1] 中学校[+ 3.0]

◆「近隣の中学校（小学校）と教育目標を共有する取組を行った」小・中学校
小学校[-18.4] 中学校[-20.2]

◆「平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の中学校（小学校）と
成果や課題を共有した」 小学校[- 4.8] 中学校[- 7.3]

◆「近隣等の中学校（小学校）と授業研究を行うなど，合同して研修を行った」
小学校[-19.3] 中学校[-12.0]

《改善へのヒント》
○学力向上に向けた小中連携の例として 「学習の約束などの情報交換と共通実践 「学習指導要， 」，
領に基づく学習内容や系統性の理解 「合同研修会の実施 「中学校の専門性を生かした小学」， 」，
校での授業実践」等，小・中学校共通理解のもとに９年間を見通した指導をすることで，授業そ
のものの質が高まり，大きな学習効果が期待できる。
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７ 地域や社会に関わる学習活動等の活用，家庭や地域との連携
地域や社会に関わる学習活動等の活用に関する質問では，小・中学校ともに全国値を上回ってい

る項目が多い。家庭や地域との連携に関する質問では，小学校では全国値とほぼ同じ，中学校では
下回っている項目が多い。
◇「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えさせるような指導を行った」

［ ］中学校 + 6.4
◇「授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったりする機会を設定した」

小学校[+ 4.4] 中学校[+ 8.2]
◇「教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行った」

小学校[+ 3.1] 中学校[+ 4.1]
◇「地域の人材を外部講師として招聘した授業を行った」 小学校[+ 6.0] 中学校[+ 9.3]
◆「職場見学や職場体験活動を行った」 小学校[-17.7]
◆「博物館や科学館，図書館を利用した授業を行った」 小学校[- 9.8] 中学校[-12.4]
◆「保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援、放課後支援，学校行
事の運営などの活動に参加している」 中学校[- 4.6]

◆「地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，保護者や地域の人と
の協働による活動（学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援、放課後支援，学校行事
の運営など）を行った」 中学校[- 8.9]

《改善へのヒント》
○地域の人的・物的資源を活用したり，放課後や土曜日等を活用した社会教育との関連を図ったり
し，学校教育を学校内に閉じずに，その目指すところを社会と共有・連携しながら実現させるこ
とが大切である。
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